
令和元年度秋田県男女の意識と生活実態調査結果（概要）

１ 調査の目的

本県の男女共同参画社会に関する県民の意識と生活実態を把握し、今後の男女共同参画に係る

施策立案等の基礎資料とする。

２ 調査の概要

（１）調 査 対 象 県内在住の満 18 歳以上の男女 2,200 人

（２）有効回答数 900 件（女性 494 件、男性 387 件、その他 1件、不明 18 件）

回答率 40.9％

（３）調 査 方 法 調査票往復郵送によるアンケート方式

（４）調 査 内 容 男女共同参画に関する意識や取組、女性の活躍推進、職場環境、

地域活動、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 等

（５）調 査 期 間 令和２年１月中旬～２月上旬

３ 年齢別回答割合

【全体】 【性別】

実数（人） 構成比（％） 実数（人） 構成比（％） 実数（人） 構成比（％）
18～19歳 72 8.0 38 7.7 34 8.8
20～24歳 38 4.2 22 4.5 15 3.9
25～29歳 35 3.9 21 4.3 14 3.6
30～34歳 36 4.0 27 5.5 9 2.3
35～39歳 46 5.1 29 5.9 17 4.4
40～44歳 50 5.6 28 5.7 22 5.7
45～49歳 59 6.6 36 7.3 23 5.9
50～54歳 44 4.9 29 5.9 15 3.9
55～59歳 66 7.3 37 7.5 29 7.5
60～64歳 70 7.8 38 7.7 32 8.3
65～69歳 92 10.2 52 10.5 40 10.3
70～74歳 94 10.4 42 8.5 52 13.4
75～79歳 66 7.3 39 7.9 27 7.0
80歳以上 115 12.8 55 11.1 58 15.0

不明 17 1.9 1 0.2 0 0.0
合計 900 100.0 494 100.0 387 100.0
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４ 主な調査結果

（１）性別役割分担意識（報告書 15 ページ：問２）

「男は仕事、女は家庭」という考え方について、全体では、６割以上の人が反対意見であり、

男女別における反対意見の割合は、女性の方が男性より高くなっている。

［参考］過年度調査等の比較

※全国調査：内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」
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（２）男女共同参画の推進に向け力を入れたらよいと思う施策（報告書 37ページ：問６）

「子育て・介護支援による仕事と生活を両立しやすい環境づくり」の割合が最も高く、次い

で「職場環境の整備による男女とも働きやすい職場づくり」となっている。

（％）

［参考］前回(Ｈ24)調査との比較

25.7

13.8

9.6

23.8

18.2

11.7

30.1

9.7
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46.4

6.6

8.3

1.3

5.7

1.7

22.7

11.7

7.1

22.1

20.4

12.1

29.4

8.7

68.0

46.4

6.1

7.5

1.2

6.7

1.6

29.7

17.1

13.2

26.6

16.0

11.6

31.8

11.4

53.2

47.8

7.2

9.3

1.0

3.9

0.5
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

幼児期および学校教育における

男女平等教育の充実

社会教育、生涯教育の場での

男女共同参画に向けた学習や講座の充実

男女共同参画推進についての

啓発活動の充実

企業や団体トップへの職場における

男女共同参画推進の働きかけ

男性に対する意識啓発の充実

女性のための

相談機関、相談機能の充実

女性の就業機会の確保、

女性の職業能力開発の機会の充実

県や市町村の審議会への

女性登用促進

子育て・介護支援による

仕事と生活を両立しやすい環境づくり

職場環境の整備による

男女とも働きやすい職場づくり

地域活動やボランティア活動への

男女共同参画の促進

ＤＶ相談・被害者支援の

対策の充実

その他

分からない

無回答 全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
子育て・介護支援による仕事と生

活を両立しやすい環境づくり
61.1%

子育て・介護支援による仕事と生

活を両立しやすい環境づくり
68.0%

子育て・介護支援による仕事と生

活を両立しやすい環境づくり
53.2%

2
職場環境の整備による男女とも働

きやすい職場づくり
46.4%

職場環境の整備による男女とも働

きやすい職場づくり
46.4%

職場環境の整備による男女とも働

きやすい職場づくり
47.8%

3
女性の就業機会の確保、女性の職

業能力開発の機会の充実
30.1%

女性の就業機会の確保、女性の職

業能力開発の機会の充実
29.4%

女性の就業機会の確保、女性の職

業能力開発の機会の充実
31.8%

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
子育て・介護支援による仕事と生

活を両立しやすい環境づくり
56.0%

子育て・介護支援による仕事と生

活を両立しやすい環境づくり
62.6%

子育て・介護支援による仕事と生

活を両立しやすい環境づくり
48.2%

2
職場環境の整備による男女とも働

きやすい職場づくり
46.7%

職場環境の整備による男女とも働

きやすい職場づくり
52.0%

職場環境の整備による男女とも働

きやすい職場づくり
40.5%

3
企業や団体トップへの職場におけ

る男女共同参画推進の働きかけ
28.0%

女性の就業機会の確保、女性の職

業能力開発の機会の充実
31.2%

企業や団体トップへの職場におけ

る男女共同参画推進の働きかけ
34.5%

Ｒ１調査

Ｈ２４調査
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（３）男女平等教育を進めるために学校に期待すること（報告書 38ページ：問７）

「進路指導において、男女の別なく能力や個性を活かせるようにする」と、「他者の意見を

尊重しつつ、自分の意見を主張するという指導を通じて、男女の相互理解を深める」が同程度

で４割を超え高い割合となっており、次いで「男女がともに社会参画する視点から、職業体験

やまちづくりへの参加などの体験学習をする」となっている。

（％）

［参考］前回(Ｈ24)調査との比較
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23.3
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17.0
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46.6
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23.9

12.3

10.9

1.8

6.7

1.6

30.2

43.9

15.0

14.0

41.6

43.4

23.0

30.7

12.9

14.0

1.3

4.1

0.8
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学校生活の中で、

性別による役割分担をなくす

進路指導において、

男女の別なく能力や個性を活かせるようにする

性同一障害の子どもの存在にも配慮し、

人権の尊重についての教育をすすめる

小学校から理解度に合わせて性教育を行い、

「性」が人間の尊重に関わるものであることを教える

男女がともに社会参画する視点から、

職業体験やまちづくりへの参加などの体験学習をする

他者の意見を尊重しつつ、自分の意見を主張する

という指導を通じて、男女の相互理解を深める

研修を通して、

教職員自身が男女平等教育についての理解を深める

学校全体で、

男女平等教育に取り組む体制をつくる

校長や教頭など職場のリーダーとして

働く女性を増やす

ＰＴＡや保護者会などを通じて、

男女平等教育への保護者の理解と協力を求める

その他

分からない

無回答
全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
進路指導において、男女の別なく

能力や個性を活かせるようにする
45.0%

進路指導において、男女の別なく

能力や個性を活かせるようにする
46.6%

進路指導において、男女の別なく

能力や個性を活かせるようにする
43.9%

2

他者の意見を尊重しつつ、自分の

意見を主張するという指導を通じ

て、男女の相互理解を深める

44.8%

他者の意見を尊重しつつ、自分の

意見を主張するという指導を通じ

て、男女の相互理解を深める

46.6%

他者の意見を尊重しつつ、自分の

意見を主張するという指導を通じ

て、男女の相互理解を深める

43.4%

3

男女がともに社会参画する視点か

ら、職場体験やまちづくりへの参加

などの体験学習をする

37.8%

男女がともに社会参画する視点か

ら、職場体験やまちづくりへの参加

などの体験学習をする

35.6%

男女がともに社会参画する視点か

ら、職場体験やまちづくりへの参加

などの体験学習をする

41.6%

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1

他者の意見を尊重しつつ、自分の

意見を主張するという指導を通じ

て、男女の相互理解を深める

41.0%

他者の意見を尊重しつつ、自分の

意見を主張するという指導を通じ

て、男女の相互理解を深める

43.6%
進路指導において、男女の別なく

能力や個性を活かせるようにする
39.3%

2
進路指導において、男女の別なく

能力や個性を活かせるようにする
39.2%

進路指導において、男女の別なく

能力や個性を活かせるようにする
39.5%

他者の意見を尊重しつつ、自分の

意見を主張するという指導を通じ

て、男女の相互理解を深める

37.8%

3

男女がともに社会参画する視点か

ら、職場体験やまちづくりへの参加

などの体験学習をする

33.2%

男女がともに社会参画する視点か

ら、職場体験やまちづくりへの参加

などの体験学習をする

32.8%

男女がともに社会参画する視点か

ら、職場体験やまちづくりへの参加

などの体験学習をする

33.8%

Ｒ１調査

Ｈ２４調査
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（４）県内に女性が定着し、活躍するために必要なこと（報告書 45ページ：問 11）

＜令和元年度新規調査項目＞

「子育てしやすい環境の整備」の割合が最も高く、次いで「県内企業の賃金向上や処遇改善」

となっている。

（％）

（５）各分野で女性リーダーを増やすために障害となること（報告書 47 ページ：問 13）

＜令和元年度新規調査項目＞

「保育・介護・家事などにおける夫など家族の支援が十分ではないこと」の割合が最も高く、

家庭内の協力が不十分と考えている人が多い。

（％）

70.9

55.7

15.4

21.8

77.0

27.7

2.3

3.3

1.3

69.2

56.3

17.0

19.4

75.9

29.4

2.4

3.8

0.8

73.9

55.6

13.7

24.5

79.3

26.1

2.3

2.6

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

県内企業の賃金向上や

処遇改善

魅力ある企業誘致等

雇用の場の拡大

県内企業の情報発信

起業しようとする

女性に対する行政等の支援

子育てしやすい環境の整備

周囲の大人の意識改革

その他

分からない

無回答 全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）

32.9

34.6

35.4

39.6

22.0

53.1

38.3

1.4

7.2

1.2

31.4

31.2

38.9

41.3

20.2

51.8

39.9

1.4

8.5

0.6

35.1

39.8

31.8

38.0

24.8

56.3

36.7

1.6

5.4

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0

必要な知識や経験などを持つ

女性が少ないこと

女性自身がリーダーになることを
希望しないこと

上司・同僚・部下となる男性や顧客が

女性リーダーを希望しないこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

企業などにおいては、

管理職になると広域異動が増えること

保育・介護・家事などにおける夫など
家族の支援が十分ではないこと

保育・介護の支援などの

公的サービスが十分ではないこと

その他

分からない

無回答
全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）

-5-



（６）ワーク・ライフ・バランスを実現するため、企業に必要な取組（報告書 49ページ：問 15）

＜令和元年度新規調査項目＞

「育児休業・介護休暇を取得しやすくする」の割合が最も高く、次いで「社長や役員などの

経営トップが先頭に立って取り組む」、「短時間勤務やフレックスタイムなど、勤務時間に柔

軟性をもたせる」の順となっている。

（％）

37.0

9.9

33.8

14.2

14.9

18.6

12.7

46.9

36.8

14.2

21.6

1.3

5.7

3.4

34.4

8.7

33.8

13.6

13.4

20.2

12.1

49.6

41.1

14.2

21.3

1.0

6.5

2.4

41.9

11.9

34.6

15.2

17.3

17.1

14.0

44.7

32.6

14.7

22.2

1.8

4.1

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

社長や役員などの経営トップが

先頭に立って取り組む

企業の中で推進する責任者を決める

管理職の意識改革を行う

管理職以外の社員の意識改革を行う

ワーク・ライフ・バランスについての

企業の取組を情報公開する

年次有給休暇の取得計画をつくる

ノー残業デーを設ける

育児休業・介護休暇を取得しやすくする

短時間勤務やフレックスタイムなど、

勤務時間に柔軟性をもたせる

在宅勤務ができるようにする

共働き家庭の場合、夫婦が同じ地域で

働けるようにするなど、転勤構造を見直す

その他

分からない

無回答 全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）
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（７）男性の家事等の参画を進めていくために必要なこと（報告書 55 ページ：問 18）

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」の割合が最も高く、次いで「男

性が家事などに参画することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」となっている。

（％）

［参考］前回(Ｈ24)調査との比較

42.3

7.8

45.1

28.6

37.4

31.0

19.3

12.6

9.9

15.0

1.6

4.9

3.9

44.1

6.7

43.7

35.0

35.4

29.8

19.8

11.1

9.5

15.0

1.0

4.7

3.4

40.8

9.3

47.8

20.9

41.3

33.9

18.9

14.5

10.6

15.2

2.1

5.2

2.3
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

男性が家事などに参画することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参画することに対する

女性の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションを

よくはかること

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担についての

当事者の考え方を尊重すること

労働時間の短縮や多様な休暇制度を普及させる

ことで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

社会の中で、男性による家事、育児、介護等についても、

その評価を高めること

男性が家事、育児、介護等に関心を高めるよう

啓発や情報提供を行うこと

研修等を開催し、男性の家事、育児、介護等の

技能を高めること

男性が育児や介護等を行うための、

仲間（ネットワーク）作りをすすめること

仕事と家庭の両立などの問題について、

男性が相談しやすい窓口を設けること

その他

分からない

無回答 全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
夫婦や家族間でのコミュニケーショ

ンをよくはかること
45.1%

男性が家事などに参画することに

対する男性自身の抵抗感をなくす

こと

44.1%
夫婦や家族間でのコミュニケーショ

ンをよくはかること
47.8%

2

男性が家事などに参画することに

対する男性自身の抵抗感をなくす

こと

42.3%
夫婦や家族間でのコミュニケーショ

ンをよくはかること
43.7%

労働時間の短縮や多様な休暇制

度を普及させることで、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

41.3%

3

労働時間の短縮や多様な休暇制

度を普及させることで、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

37.4%

労働時間の短縮や多様な休暇制

度を普及させることで、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

35.4%

男性が家事などに参画することに

対する男性自身の抵抗感をなくす

こと

40.8%

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
夫婦や家族間でのコミュニケーショ

ンをよくはかること
62.8%

夫婦や家族間でのコミュニケーショ

ンをよくはかること
68.4%

夫婦や家族間でのコミュニケーショ

ンをよくはかること
55.5%

2

男性が家事などに参画することに

対する男性自身の抵抗感をなくす

こと

53.6%

男性が家事などに参画することに

対する男性自身の抵抗感をなくす

こと

57.7%

男性が家事などに参画することに

対する男性自身の抵抗感をなくす

こと

48.2%

3

社会の中で、男性による家事、育

児、介護等についても、その評価を

高めること

45.8%

社会の中で、男性による家事、育

児、介護等についても、その評価を

高めること

51.3%

労働時間の短縮や多様な休暇制

度を普及させることで、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

46.3%

Ｒ１調査

Ｈ２４調査
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（８）育児休業の取得について（報告書 52 ページ：問 17）※現在職業をもっている方のみ回答

「男性も女性も取得してほしい」の割合が最も高く、次いで「女性は取得した方がよいが、

男性が取得することには違和感がある」となっている。

「男性は取得した方がよいが、女性が取得することには違和感がある」と回答した人は

いない。

［参考］前回(Ｈ24)調査の状況

61.5

65.4

56.9

14.4

13.3

15.6

5.1

2.9

7.6

1.8

2.1

1.4

6.2

6.3

6.2

11.1

10.0

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ＝452）

女性
（ｎ＝240）

男性

（ｎ＝211）

男性も女性も取得してほしい 女性は取得した方がよいが、

男性が取得することには違和感がある

男性は取得した方がよいが、

女性が取得することには違和感がある

業務への影響などを考えると、

できれば取得しないでほしい

その他 分からない

無回答

51.8 

50.3 

53.1 

22.9 

25.6 

21.0 

0.3 

0.3 

0.2 

0.3 

0.6 

4.4 

6.1 

3.2 

12.9 

11.3 

14.1 

2.1 

2.1 

2.1 

5.4 

3.7 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=768）

男性

（n=328）

女性

（n=433）

男性も女性も取得してほしい 女性は取得した方がよいが、男性が

取得することには違和感がある

男性は取得した方がよいが、女性が

取得することには違和感がある

男性も女性も取得しないでほしい

  業務への影響などを考えると、

  できれば取得しないでほしい

現在、仕事はしていないので

答えられない

その他 わからない・無回答
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（９）男性の育児休業取得が進まない理由（報告書 56ページ：問 19）

「職場に父親が育児休業を取得しやすい雰囲気がないから」の割合が男女ともに６割を超

え最も高く、職場の雰囲気に問題を感じている人が多い。

（％）

［参考］前回(Ｈ24)調査との比較

19.7

9.3

36.8

10.9

63.8

32.6

32.3

11.8

38.0

1.2

5.1

4.1

23.3

9.1

36.4

8.7

61.9

32.4

28.7

13.4

39.1

1.4

5.7

3.4

15.5

9.3

37.7

14.0

67.4

33.6

38.2

10.1

37.5

0.8

4.4

2.8
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

他に育児を行う家族がいるので

男性（父親）は仕事を休む必要がないから

男性（父親）は育児ができないから

仕事の都合がつかないから

仕事を休みたくないから

職場に父親が育児休業を取得しやすい

雰囲気がないから

育児休業を取得することで、

人事評価や昇給に影響があると思うから

周りに迷惑をかけたくないから

男性（父親）の給料が

女性（母親）よりも高いから

男性（父親）の給料が入らないと

経済的に困るから

その他

分からない

無回答 全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
職場に父親が育児休業を取得しや

すい雰囲気がないから
63.8%

職場に父親が育児休業を取得しや

すい雰囲気がないから
61.9%

職場に父親が育児休業を取得しや

すい雰囲気がないから
67.4%

2
男性（父親）の給料が入らないと経

済的に困るから
38.0%

男性（父親）の給料が入らないと経

済的に困るから
39.1% 周りに迷惑をかけたくないから 38.2%

3 仕事の都合がつかないから 36.8% 仕事の都合がつかないから 36.4% 仕事の都合がつかないから 37.7%

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
職場に父親が育児休業を取得しや

すい雰囲気がないから
67.7%

職場に父親が育児休業を取得しや

すい雰囲気がないから
68.8%

職場に父親が育児休業を取得しや

すい雰囲気がないから
66.8%

2 仕事の都合がつかないから 44.5%
男性（父親）の給料が入らないと経

済的に困るから
46.7% 仕事の都合がつかないから 49.7%

3
男性（父親）の給料が入らないと経

済的に困るから
43.6% 仕事の都合がつかないから 41.1%

男性（父親）の給料が入らないと経

済的に困るから
39.9%

Ｒ１調査

Ｈ２４調査
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（10）最近参加した地域活動（報告書 59ページ：問 22）

「町内会、自治会、婦人会などの地域団体活動」の割合が最も高く、次いで「どれにも参

加しなかった」となっており、特に女性では、「どれにも参加しなかった」の割合が最も高

い。

「町内会、自治会、婦人会などの地域団体活動」、「地域の防災・防犯・交通安全活動」、

「自然保護、清掃活動、省資源など地球環境を守るための活動」では、男女の割合に大きな

差が生じている。

（％）

［参考］前回(Ｈ24)調査との比較

29.8

12.2

36.3

15.4

9.6

7.6

14.2

1.3

1.4

34.1

4.4

27.3

15.0

30.8

7.5

10.3

6.3

9.3

1.2

1.4

38.7

4.5

33.3

9.0

44.4

25.6

9.0

9.3

20.9

1.6

1.6

29.2

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

趣味、スポーツ、教養などの

サークル・グループ活動

育児支援、ＰＴＡ、学童保育、児童館

などの子育てや教育に関する活動

町内会、自治会、婦人会などの

地域団体活動

地域の防災・防犯・交通安全活動

健康教室、食生活改善など

健康推進に関する活動

高齢者・障がい者支援など

社会福祉に関する活動

自然保護、清掃活動、省資源など
地球環境を守るための活動

身近にいる外国人たちとの交流や

国際理解活動

その他

どれにも参加しなかった

無回答
全体（ｎ＝900） 女性（ｎ＝494） 男性（ｎ＝387）

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
町内会、自治会、婦人会などの地

域団体活動
36.3% どれにも参加しなかった 38.7%

町内会、自治会、婦人会などの地

域団体活動
44.4%

2 どれにも参加しなかった 34.1%
町内会、自治会、婦人会などの地

域団体活動
30.8%

趣味、スポーツ、教養などのサーク

ル・グループ活動
33.3%

3
趣味、スポーツ、教養などのサーク

ル・グループ活動
29.8%

趣味、スポーツ、教養などのサーク

ル・グループ活動
27.3% どれにも参加しなかった 29.2%

全体 割合 女性 割合 男性 割合

1
町内会、自治会、婦人会などの地

域団体活動
41.1% どれにも参加しなかった 40.6%

町内会、自治会、婦人会などの地

域団体活動
47.0%

2 どれにも参加しなかった 36.2%
町内会、自治会、婦人会などの地

域団体活動
36.7% どれにも参加しなかった 30.2%

3
趣味、スポーツ、教養などのサーク

ル・グループ活動
26.4%

趣味、スポーツ、教養などのサーク

ル・グループ活動
26.1%

趣味、スポーツ、教養などのサーク

ル・グループ活動
27.1%

Ｒ１調査

Ｈ２４調査
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（11）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）の被害経験（報告書 69 ページ：問 25）

各項目とも「まったくない」の割合が最も高い。

「１、２度あった」と「何度もあった」の被害経験を合計した割合が最も高いのは、「人格

を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなど精神的な嫌がらせ」で、次いで「な

ぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなど身体に対する暴行」となっ

ている。

［参考］前回(Ｈ24)調査の状況

10.9

11.7

4.2

5.1

2.0

3.9

1.7

2.1

72.0

68.3

77.7

75.8

15.1

16.1

16.4

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なぐったり、けったり、物を

投げつけたり、突き飛ばしたり

するなど身体に対する暴行

人格を否定するような暴言や

交友関係を細かく監視するなど

精神的な嫌がらせ

自分もしくは自分の家族に

危害が加えられるのではないかと

恐怖を感じるような脅迫

嫌がっている状況の中での

性的な行為の強要

1、2度あった 何度もあった まったくない 無回答

被害経験

15.5 

14.8 

5.6 

10.3 

2.6 

5.5 

1.7 

3.1 

77.1 

73.8 

86.3 

80.3 

4.8 

5.9 

6.4 

6.3 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

なぐったり、けったり、物を投げ

つけたり、突き飛ばしたりする

などの身体に対する暴行

人格を否定するような暴言や

交友関係を細かく監視するなど

の精神的な嫌がらせ

自分もしくは自分の家族に

危害が加えられるのではないかと

恐怖を感じるような脅迫

いやがっている状況での

性的な行為の強要

１、２度あった 何度もあった まったくない 無回答

被害経験
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